
1. 課題目標
福島第一原子力発電所の廃炉工程で実施される、建屋コンクリートの除染や廃棄物量の推計等を行う際の基盤情報

に資することを目的に、コンクリートを構成するセメント水和物とCs、Sr、α核種等および水を対象として、①移動・蓄積・
溶解の作用機構の実験的解析、②汚染状況の解析に必要な事故前～廃炉の各段階での環境推定、③最先端の知見
を取り入れた核種浸透モデルの検討、④α核種とコンクリートの相互作用の評価、を行う。核種移行とセメント・コンク
リート材料科学の最先端知見を融合させた研究を通じて、今後の廃炉計画の策定に有用な情報の提供、長期的廃炉
業務に貢献できる研究者の育成に繋げる。

放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と
汚染分布推定に関する研究

4. 事業実施計画
3. 実施体制

2. 研究内容
○実験 吸脱着特性と移動の評価
○モデル化 水分移動、相平衡

将来予測

予測ツール
（評価モデル）

開発

○環境推定
• コンクリートの状態
（飽水・乾燥・ひび割れ）

• 核種の種類（Cs,Sr,α核種）

現状把握

コンクリートの状態/化学組成が核種の
収着・浸透・溶出に及ぼす影響の評価

現場コンクリートの状態推定

汚染状況および浸透挙動の評価
・予測手法（モデル化）の検討

α核種による汚染メカニズムに関する調査

 環境条件の変化・材料特性に関する調査
 長期材齢試料の水和の状態に関する調査
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・材料調査/評価、試験体の作製
・相平衡物質移行解析コードによる検討

・収着/浸透試験（RI実験含む）
・核種の拡散プロファイルの解析

・研究統括支援
・イメージングプレートによる
放射性核種の濃度分布測定（RI実験）

・α核種も含めた核種の収着等に関する
調査、検討

・研究全体の
とりまとめ

・コンクリート中の
水分移動に関する
評価手法の検討 太平洋コンサルタント

事業代表者：
名古屋大学
丸山 一平

外部機関との
交流

 コンクリートと接触する汚染水性状の整理
 α核種による吸着・浸透挙動の評価

 収着特性（広範囲に濃度設定したCs,Sr混合溶液、
セメント種類、粘土影響）

 経年変化考慮（乾燥/炭酸化/溶脱）
 核種分布評価：イメージングプレート解析（137Cs+90Sr）
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原子炉建屋

タービン建屋

・想定核種：Cs、Sr（α核種は微量）
(濃度比) Cs : Sr = 1 : ～1

・事故当初は汚染水が滞留
（現在は汚染したスラッジが残存?）
⇒湿潤状態?

・想定核種：Cs、Sr（α核種は微量）
(濃度比) Cs : Sr = 1 : 0.001～0.1

・水蒸気（＋粒子状物質）
・コンクリート表面被覆：有/無
⇒乾湿繰り返し、炭酸化

・想定核種：Cs、Sr（α核種は微量）
(濃度比) Cs : Sr = 1 : 0.001～0.01

・水蒸気+粒子状物質
・コンクリート表面被覆：有/無
⇒乾湿繰り返し、炭酸化

・想定核種：Cs、Sr、α核種
(濃度比) Cs : Sr = 1 : ～1

・滞留水
⇒飽水状態（拡散）、溶脱

地下水⇒

建屋外
・想定核種：Cs、Sr（α核種は微量）

(濃度比) Cs : Sr = 1 : 〜0.001
・水蒸気+粒子状物質/雨水/散水
・コンクリート表面被覆：無
⇒乾湿繰り返し、炭酸化

タービン建屋地下原子炉
建屋地下

解決すべき課題・問題点：

 乾燥コンクリートへの水分移動モデル
 相平衡モデル（セメント水和物-多種イオン・核種）

実施項目：

実施項目 短期（H29～31年） 中長期（4～10年）

現場コンクリートの

状態推定

コンクリートの状態/
化学組成が核種の
収着・浸透・溶出に
及ぼす影響の評価

汚染状況および
浸透挙動の評価・

予測手法（モデル化）
の検討

α核種による汚染
メカニズムに関する調査

核種浸透挙動の評価方法
/予測手法の構築

研究成果

研究効果 効率的・適切な除染計画の策定/廃棄物管理に有用

汚染機構に関する知見・
基礎データの集積

凡例：

α核種のコンクリートへの
吸着・浸透挙動の評価

現場環境/
材料特性推定

環境を考慮した核種浸透挙動の
比較評価・解析

水分移動モデルに構築に
向けた評価手法の検討

相平衡モデルによる
核種の浸透挙動評価

コンクリート中の
水分移動の評価

現場建屋サンプルの分析

水分移動のモデル化

調査 実験 解析

現場サンプルを用いたモデル検証

α核種の長期挙動評価
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